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平成 22 年 10 月 29 日 

各  位 
                        会 社 名 株 式 会 社 チ ノ ー 

                        代表者名 代表取締役社長 苅 谷 嵩 夫 

  （コード番号 ６８５０ 東証第１部） 

                        問合せ先 専務取締役 管理本部長兼社長室長 

             斉 藤 卿 是 
    （ ＴＥＬ 03 － 3956 －2115 ) 

 
業績予想の修正に関するお知らせ   

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年５月 12 日の決算発表時に公表した平成 23 年３月期第２

四半期累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）及び平成 23 年３月期（平成 22 年４月

１日～平成 23 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
業績予想の修正について 
平成 23 年 3 月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 
                            
 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

1 株当たり
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（ Ａ ) 7,500 400 370 220 5.12
今 回 修 正 予 想（ Ｂ ） 7,215 153 118 △57 △1.33
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △285 △247 △252 △277 
増 減 率 （ ％ ） △3.8 △61.8 △68.1 ― 
（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 22 年３月期第２四半期） 5,775 △656 △735 △579 △13.49

 
平成 23 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（ Ａ ) 16,000 1,000 970 570 13.27
今 回 修 正 予 想（ Ｂ ） 16,300 750 700 330 7.68
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 300 △250 △270 △240 
増 減 率 （ ％ ） 1.9 △25.0 △27.8 △42.1 
（ご参考）前期実績 
（平成 22 年３月期） 13,664 △315 △377 △378 △8.80
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平成 23 年 3 月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 
 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり

四半期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（ Ａ ) 6,500 310 350 210 4.89
今 回 修 正 予 想（ Ｂ ） 6,153 △34 34 △68 △1.58
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △347 △344 △316 △278 
増 減 率 （ ％ ） △5.3 ― △90.3 ― 
（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 22 年３月期第２四半期） 4,676 △683 △708 △506 △11.79

 
平成 23 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（ Ａ ) 14,000 790 870 520 12.10
今 回 修 正 予 想（ Ｂ ） 14,000 430 510 230 5.35
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ― △360 △360 △290 
増 減 率 （ ％ ） ― △45.6 △41.4 △55.8 
（ご参考）前期実績 
（平成 22 年３月期） 11,152 △499 △533 △347 △8.10

 
修正の理由 
（１）平成 23 年３月期第２四半期累計期間業績予想 
   当第 2 四半期累計期間は、国内設備投資が回復基調にはありますが本格回復に至らず、また、

期待された外需も円高の影響で輸出は頭打ちの状態となりました。 
   このような環境下で、受注高は緩やかではありますが徐々に上向き、計画を達成することがで

きました。一方、売上高は期初の大幅な生産調整や、一部部材の入手難による影響で、計画未達

に終わりました。その結果、利益は当初公表した水準を下回る見通しでありますので、上記の通

り下方修正いたします。 
   なお、当期純利益につきましては、保有有価証券のうち時価が著しく下落（３０％以上）した

ものについて、減損処理による投資有価証券評価損（１０５百万円）の計上を見込んでおります。 
 
（２）平成 23 年３月期通期業績予想 
   通期の業績予想数値につきましても、当第 2 四半期累計期間の業績予想並びに足元の受注動向

等を勘案し、上記の通り下方修正いたします。 
   なお、四半期における投資有価証券の減損処理につきましては、洗い替え方式を採用している

ため、平成２３年３月期第３四半期、第４四半期末の時価により、特別損失の額が変動する場合

や特別損失を計上しない場合があり、当期純利益がその影響を受けます。 
 
（※）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


